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特集 業務用 IoT無線の調査研究 
 

全自無連は令和元年度から、タクシー配車をはじめ交通や車両を使った地域事業のデジタル改革（DX）

を支援する業務用 IoT無線の実用化に向けた調査研究を進めています。令和元年度は、業務用自営無線

局に、汎用性のある LPWA技術の適応性について検討し、2年度は、その通信性能と実用化の検証を行

い、昨年度は「地域自営 IoT無線システムの社会実証に向けた調査検討」と題し、その地域ニーズ調査

と利用形態等の検討を行ってきました。 

今、大都市や企業においては、AI、IoT、5Gなどの高速、大容量の先進通信技術を利用して、交通や

車両を使った運送、集配、点検供給あるいは保安監視などの地域事業のデジタル変革(DX)を進めようと

する動きが盛んにみられます。タクシー事業では、アプリ配車やキャッシュレスサービス、MaaS など

がデジタル変革の一例と捉えられますが、そうした地域事業の DX化には、多額のデジタル投資と運営

(経営)の見直しが必要となっています。 
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業務用 IoT無線に求められるユースケース 
この IoT無線は、同一域内にある スロケーショ システム、地域配送、ト ッキ グモニターなど、

幅広い通信アプリケーショ の地域共同利用によって、周波数と通信イ フ の有 活用が期待でき、

昨年度の調査検討会において、上のようなユースケース（利用形態例）が示 れています。 

 

利用頻度・利用効果に見合った経済性 
 

中小あるいは地方の事業者は、そうしたデジタル投資や運営 の負担が経営  への重みになってい

ます。従来の大量処 や 率  処だけでなく、 要に見合った   かつ、きめ細かに 応する DX

化の取組みが重要です。特に大都市周辺や地方においては、その地域の通信 要(通信頻度)に 応した

経  な地域事業の DX化が求められます。 

これまでの大量生産 大量消 の時代では、情報通信は、高速 大容量で、通信頻度が高く 率 な

通信が求められていましたが、大都市郊外や地方においては、通信頻度が低く、情報量も なく、経 

 なデジタル通信システムが望まれていると言えます。 

今、タクシー事業者は、減 する 要と、このデジタル投資を含めた経営  に頭を痛めています。

これまでのタクシー無線や無線配車は、タクシー事業経営の主軸を務めてきました。今後のタクシー無

線と無線配車を経  に行う経営ツールとするため、無線自体の DX化が重要です。 
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全自無連では、今年度、総務省東海総合通信局から「地域自営 IoT無線システムの社会実証に向けた

技術試験」を受託し、 ス、タクシー車両を使った通信技術試験と調査検討会を実施する予 です。 

調査検討会は、以下に示す構成委 による調査検討会を 催し、愛 県日進市をはじめとする自治体

の協 を得て、通信技術試験を 3 ほど行う予 です。 

 

複数アプリケーションを同時共同利用 

通信技術実証試験を計画 
 

この地域自営 IoT無線システムは、LPWAといわれるデータ通信システムに広く使われている LoRa

拡散変調技術を 用した業務用無線局であ 、電波はもちろん、大ゾー 基地局、通信サー といった

通信イ フ を共同利用する経  な共同無線で、それぞれの地域内で展  れるタクシーをはじめと

する地域交通や車両を使った各種作業の自動化、 率化、ス ート化等に 応した業務用 IoT無線局と

して、制度化を目 しているものです。 

タクシーは、地域公共交通として、ビジネスや観光を行う活動層のほかに、移動支援を求めるすべて

の人たちへの地域供給の役割があ ます。配車アプリによる直 配車と利用ニーズの変化に応え、地域

のすべての利用者に向けて共同配車や地域共同供給が求められています。 

令和 4年度は、愛 県において、 ス、タクシー車両を使った通信技術試験を実施し、無線局の制度

化に向けた調査検討を行います。 

業務用 IoT 無線は、汎用 な LPWA 技術を 用したデジタル移動無線であ 、地域で様々な通信ア

プリケーショ に共同利用することによ 、その通信イ フ の構築 運用 用を軽減  、かつ、車

両に搭載する端末の低廉化を ることによ 、地方のタクシー事業者に導 しやすい経  なデータ移

動通信システムとして、投資負担を抑えた IoT無線システムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

      
   

      

      

東山スカイタワー 

市内巡回バス 7路線 7台 

    調査検討会構成  

阪田史郎 千葉大学   名誉教授 

猿渡俊介 大阪大学大学院 准教授 

鈴木秀和 名城大学 准教授 

石原 進 静岡大学 教 授 

岡田 啓 名古屋大学 准教授 

大石通明 東海総合通信局 部 長 

髙部佳之  移動無線ｾﾝﾀｰ 東海長 

小池幸永 ㈱ｻｰｷｯﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ 社 長 

佐藤和也  新潟通信機㈱ 主 任 

真島太一 ㈱JVC ｹﾝｳｯﾄﾞ 部 長 

小澤 裕 ﾏｽﾌﾟﾛ電工㈱ 副部長 

〔社会実証試験イメージ 〕 



４年度は、「地域自営 IoT 無線システムの社会実証に向けた技術試験」と題して、３ の調査検

討会と３ の技術試験を行う予 です。地域社会の DX化を る業務用 IoT無線のこれまでの調査

研究活動の成 が期待 れます。 

 

実施   期 7月～９月 10月～12月 1月～3月 

技 術 試 験     実 験 環 境 設 営 

電波伝搬調査/エ ア確認 

    機 能 試 験 技 術 実 証 試 験 

ｱ ﾌ ﾟ ﾘ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 証 

実 施    (基地 )東山 カイ ワ  

(   )愛知県東南部走行 

東山 カイ ワ (Z18) 

日進市周辺 (ﾊﾞｽ､ﾀｸｼｰ等) 

日進市市役 前ほ  

(ﾐﾆﾊﾞｽ ﾀｸｼｰ､収集 ) 

調査 討会 第１回調査 討会 第２回調査 討会 第３回調査 討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜業務用 IoT   調査研究＞ 

実施年  件 名 及 び 実 施 概   調査 討委託者 

令和４年 地域自営 IoT無線システムの社会実証に向けた技術試験 

① 技術試験用 IoT無線システムの設計 

② 技術試験用アプリケーショ の設計検討 

③ 技術試験実施  の設営及び技術試験の実施 

総務省東海総     

令和３年 地域自営 IoT無線システムの社会実証に向けた調査検討 

① 業務用 IoT無線の地域ニーズの調査   

② 求められるユースケース（利用形態）検討 

③ 社会実証試験実施計画の検討 

総務省東海総     

令和２年 一般業務用 IoT   周波数有効利用に関す 技術試験 証 

２周波方式の 450MHz帯一般業務用車載 IoT無線を 作し、 

その基本性能の  及びフィール 試験検証を行い、活用方  

の検討を行った。 

総務省 畿総     

 

令和元年 IoT モビリティ社会に向けた一般業務用移動無線の有 利用方 及

び共用技術に関する調査検討（東京周辺で実施） 

① 車載型業務用 IoT無線のあ 方の検討 

② LoRa変調の技術適合性及び周波数有 利用方 の検討 

③ 400MHz帯 IoT移動通信システムの設計検討等 

総務省総   基盤  

   こ   実験  いず も     業者（会員） 協力によ 実施   した  

① 業務用 IoT無線局の制度化の検討（技術基準、免許審査基準、周波数割当等） 

 

② 業務用 IoT無線局の実 と利用促進、共同利用基地局の展  備等 

 

③ 地域事業のデジタル変革の推進、地域公共交通システムの運営支援等 


